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岡山県鏡野町と協働の森づくり事業 

「住宅情報館 檜の森」で森林保全活動を開始 

町内小学生児童が植林で体験学習  

 

国産檜造りの木造戸建住宅を推進する住宅情報館株式会社（本社：神奈川県相模原市中央区、

代表取締役社長：黒羽秀朗、以下住宅情報館）は、岡山県と岡山県鏡野町が進める企業と連携し

て取り組む森づくり事業に参画、2019 年 6 月 3 日（月）より「住宅情報館 檜の森」にて森林保全

活動を開始しました。 

 

2019年 6月 3 日（月）に同町役場にて協定調印式を行い、本日 6月 4日（火）には「住宅情報館 

檜の森」で町内の小学生児童が「伐って、使って、植える」森林の循環サイクルを学ぶ森林環境学

習と檜の植林体験を行ないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内小学校児童との森林環境学習 

2019 年 6 月 4 日（火）、鏡野町にある小学生児童が参加して「住宅情報館 檜の森」にて森林環

境学習を行いました。「伐って、使って、植える」という森林の循環サイクルを学ぶとともに少花粉

檜苗木の植林を体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協定調印式 【2019 年 6 月 3 日】 

 

町内小学生児童の植林体験の様子 

 

 
「住宅情報館 檜の森」 【2019 年 6 月 4 日】 

（左）住宅情報館 黒羽秀朗 （右）山崎親男 鏡野町町長 町内小学生児童が森林環境学習に参加 



「住宅情報館 檜の森」事業の概要 

名  称   「住宅情報館 檜の森」 

場  所   岡山県苫田郡鏡野町奥津 

面  積   4.26ヘクタール 

期  間   2019年 6月 3日～2029年 6月 2日（10年間）  

活動内容  初年度：新植 1ヘクタール 少花粉檜 3,000本、2年目以降：下刈り 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

住宅情報館は、国産材を使用した木造戸建住宅を供給する企業として、森林資源の循環（植林・

育成・成長・伐採）を促進する事業に参画しています。2010 年より開始した三重県での「企業の

森」事業に始まり、今回、国産檜材の調達拠点のひとつである岡山県内でも同事業を開始しまし

た。住宅情報館では、国産材の利用を通じて森林の循環サイクルを推進し、地球温暖化防止に

今後も協力してまいります。 

 

 

 

「住宅情報館 檜の森」 



山陽新聞　2019年6月7日(金) 掲載
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